インドネシア ホウ セイビ シエン ワカイ チョウテイ セイド キョウカ シエン プロジェクト ノ ガイヨウ ゲンチ ハケン チョウキ センモンカ ノ シテン カラ by 角田 多真紀 & Kakuda Tamaki
論
説
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
法
整
備
支
援
和
解
・
調
停
制
度
強
化
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
1
現
地
派
遣
長
期
専
門
家
の
視
点
か
ら
ー
一
　
は
じ
め
に
角
　
田
　
多
真
紀
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
は
、
一
九
九
八
年
の
通
貨
危
機
に
端
を
発
し
た
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊
、
そ
の
後
の
民
主
化
の
一
環
と
し
て
司
法
改
革
を
推
進
し
て
き
た
。
日
本
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
司
法
改
革
へ
の
支
援
は
、
主
と
し
て
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
国
際
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
部
に
よ
り
、
一
九
九
八
年
の
経
済
法
研
修
を
皮
切
り
に
、
J
I
C
A
調
査
団
派
遣
（
二
〇
〇
一
お
よ
び
二
〇
〇
二
）
、
本
邦
研
修
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
六
）
、
J
I
C
A
企
画
調
査
員
派
遣
（
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
）
等
の
形
で
続
け
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
A
D
R
、
殊
に
裁
判
所
に
お
い
て
広
く
実
施
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
和
解
お
よ
び
調
停
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
年
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
判
所
を
被
支
援
機
関
と
し
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
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エ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
和
解
・
調
停
制
度
強
化
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。
　
筆
者
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
期
専
門
家
と
し
て
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
最
高
裁
判
所
に
派
遣
さ
れ
、
上
記
支
援
業
務
に
従
事
し
た
。
本
稿
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
、
特
に
現
地
で
の
活
動
記
録
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
現
地
司
法
制
度
の
実
情
、
司
法
改
革
の
動
き
に
関
し
見
聞
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
、
支
援
活
動
の
成
果
お
よ
び
課
題
、
ひ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、
今
後
実
施
さ
れ
る
べ
き
法
整
備
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
を
併
せ
記
述
す
る
。
な
お
、
以
下
、
「
専
門
家
」
と
は
、
特
記
の
な
い
場
合
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
期
専
門
家
と
し
て
の
筆
者
を
指
す
。
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二
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
枠
組
ー
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
設
計
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
J
I
C
A
の
多
く
の
技
術
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
取
り
入
ら
れ
て
い
る
、
P
C
M
（
勺
8
言
9
0
署
ざ
ζ
鴛
ゆ
σ
q
Φ
日
①
巨
）
と
称
さ
れ
る
、
P
D
M
（
甲
o
U
①
。
二
）
①
訟
σ
q
昌
ζ
暮
二
×
）
と
呼
ば
れ
る
ツ
ー
ル
を
用
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
・
立
案
、
実
施
、
評
価
を
行
う
仕
組
に
沿
っ
て
立
案
・
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
段
階
で
、
既
に
上
記
し
た
P
D
M
は
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
概
要
、
　
①
目
標
（
ω
を
零
O
o
巴
＼
○
〈
霞
巴
Q
o
巴
＼
零
o
噺
①
9
0
0
巴
と
レ
ベ
ル
別
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
）
、
　
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
成
果
（
そ
れ
ぞ
れ
、
後
述
す
る
必
要
な
複
数
の
活
動
と
併
せ
て
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
　
　
と
称
さ
れ
る
。
）
　
③
各
成
果
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
計
画
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
構
成
す
る
活
動
に
つ
き
、
開
始
時
期
・
完
了
時
期
を
設
定
し
た
行
動
計
画
表
（
勺
団
ロ
o
h
O
b
①
轟
葺
8
、
以
下
「
行
動
計
画
表
」
と
い
う
。
）
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
う
し
た
P
D
M
、
お
よ
び
、
行
動
計
画
表
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
終
了
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
に
関
す
る
評
価
も
、
P
D
M
に
沿
う
形
で
行
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
上
記
し
た
P
D
M
記
載
の
各
事
項
、
活
動
計
画
、
そ
の
他
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
す
る
主
要
な
要
素
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
先
立
つ
J
I
C
A
と
被
支
援
機
関
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
合
意
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
P
D
M
上
示
さ
れ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
で
あ
る
。
　
（
1
）
　
目
標
設
定
　
ア
　
上
位
目
標
（
o
Q
唇
霞
Ω
o
巴
お
よ
び
○
＜
①
轟
＝
O
o
巴
）
　
P
D
M
上
、
最
上
位
の
G
Q
毛
霞
Ω
o
巴
と
題
さ
れ
る
目
標
と
し
て
、
（
最
高
裁
に
お
け
る
）
未
済
案
件
を
減
ら
す
こ
と
、
次
い
で
、
○
〈
母
巴
一
〇
〇
巴
と
題
さ
れ
る
目
標
と
し
て
、
裁
判
所
付
設
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
紛
争
解
決
の
促
進
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
（
直
接
の
）
目
標
の
達
成
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
条
件
の
成
就
と
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
上
位
目
標
で
あ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
を
根
拠
づ
け
る
点
に
お
い
て
意
味
を
有
す
る
も
の
の
、
直
接
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
上
行
わ
れ
る
活
動
を
設
定
し
左
右
す
る
の
は
、
下
位
目
標
で
あ
る
Ψ
o
撤
9
勺
ロ
壱
o
ω
Φ
で
あ
る
。
　
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
（
℃
憎
O
U
①
O
け
勺
＝
巷
O
ω
①
）
　
裁
判
所
付
設
（
8
母
ぐ
簿
目
Φ
×
Φ
α
）
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
改
善
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（
2
）
　
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
お
よ
び
活
動
計
画
ア
　
裁
判
所
付
設
の
調
停
制
度
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
規
則
改
正
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ー
）
　
①
新
規
則
起
草
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
　
②
草
案
検
討
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
　
③
二
〇
〇
三
年
二
号
規
則
の
改
正
案
の
起
草
イ
　
調
停
人
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
2
）
　
①
調
停
人
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
・
改
善
　
②
調
停
人
研
修
（
T
O
T
）
の
実
施
ウ
　
改
正
最
高
裁
規
則
の
広
報
活
動
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
3
）
　
①
裁
判
所
付
設
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
の
た
め
の
広
報
資
料
作
成
　
②
新
規
則
周
知
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
150東洋文化研究13号
3
　
活
動
主
体
お
よ
び
そ
の
業
務
　
（
1
）
　
日
本
側
一
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
の
実
質
面
を
支
え
る
日
本
側
の
支
援
体
制
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
ク
ト
実
施
期
闇
を
通
じ
た
継
続
的
な
助
言
活
動
を
行
っ
た
。
　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
　
　
草
野
芳
郎
　
学
習
院
大
学
法
学
部
・
法
科
大
学
院
教
授
（
元
裁
判
官
）
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
　
　
稲
葉
一
人
中
京
大
学
法
科
大
学
院
教
授
（
元
裁
判
官
）
、
　
　
矢
吹
公
敏
　
日
弁
連
国
際
交
流
委
員
会
副
委
員
長
、
　
　
平
石
　
努
　
弁
護
士
（
元
J
I
C
A
企
画
調
査
員
）
、
　
　
法
務
総
合
研
究
所
国
際
協
力
部
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
担
当
教
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
長
期
専
門
家
と
の
間
で
、
テ
レ
ビ
会
議
を
用
い
た
隔
月
の
定
期
会
合
に
よ
り
情
報
を
共
有
し
、
課
題
検
討
、
知
見
の
提
供
な
い
し
助
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
、
短
期
出
張
ベ
ー
ス
で
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
現
地
側
と
直
接
の
議
論
な
い
し
協
議
を
行
っ
た
（
「
短
期
専
門
家
」
と
称
さ
れ
る
）
。
　
（
2
）
　
現
地
側
　
　
①
最
高
裁
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
か
ら
の
選
出
メ
ン
バ
ー
（
民
事
部
準
副
長
官
、
司
法
研
修
所
長
、
調
査
官
）
を
核
と
し
、
そ
の
他
、
地
方
裁
判
所
判
事
、
弁
護
士
、
学
識
経
験
者
（
A
D
R
の
専
門
家
）
、
最
高
裁
の
認
証
を
受
け
た
調
停
人
養
成
な
い
し
調
停
実
施
機
関
（
N
G
O
）
、
司
法
改
革
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
含
め
た
一
七
名
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
、
裁
判
所
付
設
の
調
停
制
度
に
関
す
る
最
高
裁
規
則
改
正
の
た
め
の
起
草
作
業
を
主
目
的
と
し
て
、
特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
機
関
の
前
半
に
お
い
て
継
続
的
に
活
動
を
行
っ
た
。
　
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
概
ね
隔
週
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
に
参
加
し
課
題
を
検
討
す
る
ほ
か
、
現
行
規
則
の
運
用
状
況
調
査
、
起
草
に
関
わ
る
文
献
調
査
・
執
筆
（
但
し
こ
れ
は
一
部
メ
ン
バ
ー
の
み
が
負
担
）
、
現
地
セ
ミ
ナ
i
・
本
邦
研
修
へ
の
参
加
な
ど
で
あ
る
。
　
　
②
　
長
期
専
門
家
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長
期
専
門
家
と
し
て
、
日
本
か
ら
弁
護
士
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
に
出
席
し
て
起
草
作
業
に
協
力
し
、
主
と
し
て
日
本
の
知
見
に
関
す
る
助
言
を
行
う
。
こ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
業
務
の
ほ
か
に
、
現
地
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
活
動
の
企
画
・
実
施
、
日
本
側
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
調
整
連
絡
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
計
画
策
定
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
被
支
援
機
関
側
と
の
調
整
な
ど
、
業
務
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
。
日
本
側
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
は
、
主
と
し
て
、
定
期
的
に
テ
レ
ビ
会
議
を
開
く
等
の
手
段
に
よ
り
連
携
し
、
適
宜
、
助
言
や
知
見
の
提
供
を
受
け
る
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
日
本
側
と
現
地
側
と
の
媒
介
役
と
し
て
の
役
割
も
有
す
る
。
　
　
③
J
I
C
A
現
地
事
務
所
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
主
体
で
あ
る
J
I
C
A
の
現
地
拠
点
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
担
当
者
が
お
か
れ
、
各
担
当
者
は
主
と
し
て
予
算
申
請
そ
の
他
の
手
続
面
に
関
し
長
期
専
門
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
。
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一ニ
@
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
活
動
の
経
過
1
　
裁
判
所
付
設
の
調
停
制
度
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
規
則
改
正
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ー
）
　
（
1
）
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
に
よ
る
起
草
作
業
　
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
、
裁
判
所
付
設
の
調
停
制
度
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
二
号
最
高
裁
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
の
改
正
の
た
め
の
起
草
作
業
が
行
わ
れ
た
。
　
起
草
作
業
は
、
基
本
的
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
長
期
専
門
家
と
の
定
期
的
な
会
合
の
開
催
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
旦
ハ
体
的
に
は
、
現
行
規
則
の
運
用
状
況
等
の
調
査
を
行
う
た
め
の
現
地
調
査
、
新
規
則
草
案
を
作
成
し
た
時
点
で
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
得
る
た
め
の
周
知
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
を
計
画
に
付
加
し
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
草
案
の
一
応
の
完
成
を
目
指
し
た
年
間
計
画
や
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
を
原
則
と
し
て
隔
週
ペ
ー
ス
で
行
う
こ
と
、
起
草
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
な
調
査
（
現
場
・
文
献
等
）
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
議
論
を
会
合
の
場
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
　
ま
た
、
調
査
の
一
環
と
し
て
必
要
な
場
合
に
は
、
専
門
家
が
、
日
本
の
和
解
お
よ
び
調
停
に
関
す
る
資
料
を
現
地
側
に
提
供
し
、
あ
る
い
は
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
う
な
ど
し
て
知
見
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
検
討
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
諸
点
を
挙
げ
る
な
ど
し
て
議
論
を
促
し
た
。
　
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
草
案
提
出
ま
で
に
与
え
ら
れ
た
期
間
は
、
調
査
の
た
め
の
期
間
を
含
め
て
一
年
間
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
の
頻
度
、
利
用
で
き
る
人
的
資
源
、
作
業
効
率
等
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
は
簡
易
な
も
の
に
と
ど
め
、
直
接
、
条
文
の
作
成
に
入
り
、
そ
の
修
正
を
繰
り
返
す
と
い
う
形
で
作
業
を
進
あ
る
べ
く
軌
道
修
正
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
　
ま
た
、
特
に
起
草
作
業
の
後
半
に
お
い
て
は
、
起
案
担
当
者
と
専
門
家
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
合
の
前
後
に
逐
条
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
作
業
の
質
お
よ
び
速
度
を
補
完
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
新
規
則
草
案
が
完
成
し
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
会
議
に
提
出
さ
れ
た
。
　
草
案
の
提
出
後
は
、
上
記
裁
判
官
会
議
等
に
よ
る
修
正
意
見
、
ま
た
、
同
年
七
月
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
研
修
員
と
し
て
、
国
際
協
力
部
に
よ
り
東
京
で
実
施
さ
れ
た
本
邦
研
修
の
場
で
の
最
終
的
な
詰
め
の
議
論
を
経
て
、
同
月
三
一
日
付
け
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
判
所
バ
ギ
ル
・
マ
ナ
ン
長
官
（
当
時
）
の
署
名
を
経
て
施
行
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
号
最
高
裁
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
）
が
成
立
し
た
。
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（
2
）
　
新
規
則
で
導
入
さ
れ
た
主
要
項
目
（
カ
ッ
コ
内
は
特
記
な
け
れ
ば
新
規
則
の
条
番
号
を
示
す
。
）
　
　
①
調
停
人
証
明
書
（
五
条
一
項
、
二
項
）
　
原
則
と
し
て
、
調
停
人
証
明
書
を
有
す
る
調
停
人
の
み
が
調
停
を
実
施
で
き
る
。
　
こ
れ
は
、
裁
判
官
が
調
停
人
養
成
研
修
を
積
極
的
に
受
講
す
る
動
機
づ
け
と
し
、
か
つ
、
裁
判
官
の
メ
デ
ィ
エ
i
夕
i
と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
他
方
で
、
全
国
的
に
は
普
及
が
極
あ
て
不
十
分
な
現
状
下
で
、
特
に
地
方
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
全
て
の
場
合
に
調
停
人
証
明
書
を
要
求
す
る
と
、
か
え
っ
て
調
停
の
普
及
を
阻
害
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
裁
判
所
に
調
停
人
証
明
書
を
有
す
る
調
停
人
が
い
な
い
場
合
は
、
調
停
人
証
明
書
を
要
し
な
い
と
す
る
例
外
を
設
け
た
。
　
　
②
調
停
人
認
証
機
関
（
五
条
三
項
）
新
た
に
最
高
裁
の
認
証
を
受
け
る
機
関
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
質
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
定
の
実
質
を
伴
っ
た
機
関
の
み
が
認
証
の
対
象
と
な
る
よ
う
、
新
た
に
、
認
証
機
関
の
要
件
を
明
示
し
た
（
五
条
三
項
各
号
）
。
　
　
③
当
事
者
複
数
の
場
合
の
手
続
関
与
（
七
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
特
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
、
準
被
告
と
称
さ
れ
る
当
事
者
に
つ
き
、
そ
の
欠
席
が
調
停
手
続
に
影
響
し
な
い
旨
、
定
め
ら
れ
た
（
七
条
二
項
）
。
ま
た
、
本
来
は
訴
訟
当
事
者
と
し
て
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
当
事
者
が
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
調
停
人
が
当
該
事
件
を
調
停
手
続
不
相
当
と
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
一
四
条
二
項
）
。
　
　
④
手
続
の
非
公
開
（
六
条
）
　
手
続
の
非
公
開
は
、
旧
規
則
に
も
存
在
し
た
が
、
例
外
と
し
て
①
当
事
者
双
方
の
意
思
表
示
が
あ
る
と
き
②
社
会
的
紛
争
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
旧
一
四
条
二
項
）
。
こ
の
う
ち
、
新
規
則
で
は
②
が
削
除
さ
れ
た
。
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⑤
和
解
・
調
停
手
続
（
二
一
条
、
二
二
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
明
文
の
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
上
の
和
解
・
調
停
は
、
第
一
回
口
頭
弁
論
直
後
の
時
期
に
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
　
角
と
い
う
解
釈
論
が
、
特
に
、
和
解
．
調
停
に
消
極
的
な
者
の
言
い
訳
と
し
て
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
一
回
口
頭
弁
　
要
論
直
後
に
実
施
す
・
調
停
が
不
成
立
・
萱
訴
訟
手
続
に
移
行
・
た
後
の
段
階
竃
訴
訟
を
担
当
す
・
裁
判
夏
判
決
の
言
渡
畷
し
ま
で
和
解
を
勧
試
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
（
一
八
条
三
項
）
。
続
行
期
日
に
お
い
て
も
訴
訟
上
の
和
解
が
で
き
る
こ
と
を
明
文
化
し
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ま
た
、
上
訴
審
段
階
で
も
和
解
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
但
し
、
イ
・
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
裁
判
実
務
上
、
高
裁
・
概
最
古
同
裁
で
は
口
頭
弁
払
細
が
開
か
れ
弍
童
．
面
審
理
の
み
で
あ
る
・
と
か
巨
実
際
の
調
停
は
手
続
を
行
・
た
蕃
裁
判
所
に
付
託
し
て
轍
実
施
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
手
続
を
併
せ
て
規
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淘
　
　
⑥
宗
教
裁
判
所
に
お
け
る
調
停
（
一
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
旧
規
則
で
は
メ
デ
ィ
干
シ
．
ン
手
続
の
適
用
外
と
さ
れ
て
い
た
、
宗
教
裁
判
所
管
肇
件
（
イ
ろ
フ
ム
教
徒
の
家
事
事
件
、
お
よ
瞬
び
、
一
部
の
経
済
事
件
）
に
つ
き
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
議
論
を
継
続
す
る
な
か
で
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
を
採
用
齎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
高
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
　
そ
の
結
果
、
新
規
則
の
適
用
を
う
け
る
「
裁
判
所
」
の
定
義
に
、
宗
教
裁
判
所
（
一
審
裁
判
所
・
控
訴
裁
判
所
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
　
堪
萌
記
さ
れ
た
（
峯
三
口
万
．
一
四
口
万
）
．
・
」
れ
に
よ
復
・
ス
・
ム
教
徒
の
家
事
事
講
）
・
」
と
に
、
イ
ン
・
ネ
シ
ア
で
も
近
時
増
附
加
中
の
離
婚
事
件
に
お
い
て
も
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
⑦
即
決
和
解
制
度
の
導
入
（
壬
二
条
）
　
裁
判
所
外
で
行
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
私
的
A
D
R
を
促
進
す
る
た
め
の
仲
裁
A
D
R
法
が
一
九
九
九
年
に
制
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
鵬
A
D
R
を
規
定
す
る
の
は
そ
の
う
ち
第
六
条
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
訴
訟
外
の
合
意
を
裁
判
所
に
登
録
す
る
制
度
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、
執
行
力
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
訴
訟
外
の
和
解
合
意
に
執
行
力
を
付
与
す
る
こ
と
で
訴
訟
外
の
A
D
R
を
促
進
す
る
趣
旨
で
、
日
本
の
起
訴
前
の
和
解
な
い
し
即
決
和
解
（
民
事
訴
訟
法
二
七
五
条
）
を
参
考
と
し
、
新
た
に
、
訴
訟
外
の
合
意
と
い
う
条
文
を
設
け
た
。
2
　
調
停
人
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
2
）
　
（
1
）
　
調
停
人
講
師
養
成
研
修
（
T
O
T
）
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
お
よ
び
研
修
の
実
施
　
ア
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
　
前
述
の
P
D
M
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
最
高
裁
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
て
調
停
人
研
修
を
自
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
と
い
う
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
た
が
、
実
際
に
は
、
外
部
機
関
に
認
証
を
与
え
て
実
施
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
外
部
機
関
に
働
き
か
け
る
形
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
初
示
さ
れ
た
P
D
M
の
活
動
を
修
正
し
、
最
高
裁
が
、
将
来
的
に
、
自
身
で
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
の
講
師
養
成
研
修
（
日
○
弓
”
弓
N
巴
巳
づ
σ
q
o
h
日
鑓
ヨ
①
冨
）
の
た
め
の
シ
ラ
バ
ス
、
教
材
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
開
発
す
る
こ
と
を
新
た
な
活
動
と
し
て
計
画
し
た
。
　
計
画
さ
れ
た
具
体
的
な
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
司
法
研
修
所
（
b
」
〉
口
弓
b
d
＞
Z
O
u
H
国
U
＞
弓
ま
た
は
勺
q
ω
u
H
國
ピ
〉
弓
、
以
下
「
司
法
研
修
所
」
と
い
　
　
う
。
）
に
よ
る
調
停
研
修
（
講
師
養
成
研
修
）
の
実
施
を
目
指
し
た
講
師
養
成
研
修
の
シ
ラ
バ
ス
作
成
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②
①
に
基
づ
く
講
師
養
成
研
修
の
実
施
　
③
裁
判
官
に
対
す
る
研
修
と
併
行
し
て
、
書
記
官
に
対
す
る
調
停
事
務
の
研
修
（
講
師
養
成
研
修
）
を
目
指
し
た
研
修
モ
ジ
ュ
ー
　
　
ル
（
シ
ラ
バ
ス
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
等
）
の
開
発
　
④
③
に
基
づ
く
講
師
養
成
研
修
の
実
施
　
⑤
関
連
す
る
教
材
と
し
て
、
新
規
則
の
注
釈
書
お
よ
び
Q
＆
A
集
、
調
停
技
術
研
修
の
た
め
の
D
V
D
の
製
作
　
こ
れ
ら
の
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
、
研
修
の
実
施
、
各
種
教
材
の
製
作
の
い
ず
れ
も
、
裁
判
官
・
書
記
官
に
対
す
る
研
修
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
司
法
研
修
所
の
所
管
事
項
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
人
事
・
研
修
を
含
む
司
法
行
政
が
法
務
人
権
省
か
ら
最
高
裁
に
移
管
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
四
年
で
あ
り
、
司
法
研
修
所
に
よ
る
各
種
研
修
実
施
の
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
た
め
配
置
さ
れ
た
人
員
が
数
名
と
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
、
常
勤
の
教
官
も
同
様
に
数
名
程
度
で
あ
る
た
め
、
事
前
調
査
、
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
に
伴
い
、
想
定
さ
れ
る
作
業
の
質
・
量
に
対
応
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
最
高
裁
の
認
証
を
受
け
た
調
停
人
養
成
機
関
で
あ
り
、
調
停
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
実
務
お
よ
び
研
修
に
つ
き
豊
富
な
知
見
と
経
験
を
有
す
る
N
G
O
で
あ
る
I
I
C
T
と
P
M
N
の
全
面
的
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
最
高
裁
と
の
協
議
の
結
果
、
司
法
研
修
所
、
P
M
N
、
I
I
C
T
、
長
期
専
門
家
で
構
成
す
る
、
最
高
裁
に
よ
る
調
停
人
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
お
よ
び
研
修
実
施
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、
単
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上
げ
、
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
の
た
め
の
各
種
検
討
作
業
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
　
イ
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ト
の
設
置
　
前
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
の
た
め
の
作
業
と
併
行
し
て
、
調
停
人
・
書
記
官
研
修
、
お
よ
び
、
継
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続
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
主
目
的
と
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
の
設
置
を
計
画
し
た
。
　
旦
ハ
体
的
に
は
、
　
①
ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
の
四
箇
所
の
地
方
裁
判
所
を
選
定
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ト
と
す
る
　
②
各
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ト
に
所
属
す
る
裁
判
官
お
よ
び
書
記
官
そ
れ
ぞ
れ
数
名
ず
つ
を
選
定
し
、
裁
判
官
ら
に
対
し
て
は
調
停
人
　
　
（
講
師
養
成
）
研
修
、
書
記
官
ら
に
対
し
て
は
和
解
・
調
停
事
務
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
書
記
官
事
務
（
構
成
養
成
）
研
修
を
実
　
　
施
す
る
こ
と
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
実
施
の
な
か
で
T
O
T
を
実
施
す
る
　
③
各
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ト
に
お
け
る
、
新
規
則
に
基
づ
く
制
度
の
運
用
状
況
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
研
修
モ
　
　
ジ
ュ
ー
ル
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
　
こ
れ
を
受
け
て
、
最
高
裁
に
よ
り
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
デ
ポ
ッ
ク
、
ボ
ゴ
：
ル
、
バ
ン
ド
ン
の
各
地
裁
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
．
コ
ー
ト
と
し
て
指
定
さ
れ
、
各
地
裁
よ
り
所
属
の
裁
判
官
（
各
五
名
、
計
二
〇
名
）
お
よ
び
書
記
官
（
各
三
名
、
計
一
二
名
）
が
選
定
さ
れ
、
研
修
受
講
者
と
な
っ
た
。
　
ウ
　
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
（
講
師
養
成
）
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
作
成
さ
れ
た
、
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
講
師
養
成
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
う
ち
、
研
修
シ
ラ
バ
ス
の
基
本
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
①
研
修
実
施
期
間
お
よ
び
テ
ー
マ
　
　
　
●
第
一
回
研
修
　
　
　
　
五
日
間
、
計
四
〇
時
間
。
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従
来
、
最
高
裁
の
認
証
を
得
た
調
停
人
研
修
機
関
が
実
施
し
て
き
た
、
調
停
人
資
格
付
与
の
研
修
と
同
じ
時
間
数
で
構
成
さ
　
　
　
　
れ
て
お
り
、
調
停
人
と
し
て
の
基
礎
の
習
得
を
目
指
す
も
の
。
　
　
　
　
第
一
回
研
修
を
修
了
し
試
験
に
合
格
し
た
受
講
者
は
調
停
人
資
格
を
得
る
。
　
　
　
●
第
二
回
研
修
　
　
　
　
三
日
間
、
計
二
四
時
間
。
　
　
　
　
第
一
回
研
修
の
内
容
よ
り
も
応
用
的
・
実
践
的
な
講
義
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
　
　
　
●
第
三
回
研
修
　
三
日
間
、
計
二
四
時
間
。
　
継
続
的
．
応
用
的
内
容
を
含
む
ほ
か
、
講
師
養
成
の
た
め
の
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
。
　
第
三
回
研
修
を
修
了
し
最
終
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
調
停
人
の
研
修
講
師
資
格
が
与
え
ら
れ
、
T
O
T
と
し
て
の
研
修
が
完
結
す
る
。
　
　
②
　
特
色
　
三
度
の
連
続
研
修
は
、
基
礎
（
お
よ
び
調
停
人
資
格
付
与
）
・
応
用
・
講
師
（
お
よ
び
調
停
研
修
講
師
資
格
付
与
）
と
、
段
階
を
経
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
受
講
者
に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
、
第
二
回
・
第
三
回
研
修
に
お
い
て
は
、
受
講
者
が
、
第
一
回
研
修
を
修
了
し
資
格
を
得
た
調
停
人
と
し
て
、
所
属
裁
判
所
に
お
い
て
実
務
に
あ
た
っ
た
経
験
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
功
事
例
な
い
し
困
難
を
感
じ
た
事
例
を
発
表
し
、
受
講
者
間
で
共
有
す
る
時
間
を
設
け
た
。
　
工
　
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
基
本
構
成
が
決
定
さ
れ
た
の
ち
は
、
研
修
実
施
の
委
託
先
で
あ
る
I
I
C
T
の
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講
師
陣
と
専
門
家
と
の
間
で
打
合
せ
を
重
ね
、
詳
細
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
講
義
資
料
の
作
成
、
お
よ
び
、
講
師
の
選
定
等
の
作
業
を
行
っ
た
。
　
ま
た
、
各
研
修
に
先
立
ち
、
各
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
に
対
す
る
継
続
調
査
を
実
施
し
た
。
各
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
で
の
和
解
．
調
停
の
実
施
状
況
を
把
握
し
検
討
資
料
と
す
る
目
的
に
よ
る
。
　
オ
　
研
修
実
施
　
以
上
の
準
備
を
経
て
、
　
①
二
〇
〇
八
年
八
月
二
五
日
～
二
九
日
（
五
日
間
）
　
デ
ポ
ッ
ク
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
）
　
②
同
年
＝
月
三
日
～
五
日
（
三
日
間
）
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
　
③
二
〇
〇
九
年
二
月
一
六
日
～
一
八
日
（
三
日
間
）
　
最
高
裁
司
法
研
修
所
に
お
い
て
、
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
養
成
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。
特
に
研
修
最
終
回
は
、
新
設
さ
れ
た
司
法
研
修
所
の
施
設
を
用
い
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
司
法
研
修
所
の
研
修
・
教
材
開
発
担
当
者
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
が
見
ら
れ
た
。
　
（
2
）
　
新
規
則
に
基
づ
く
書
記
官
事
務
（
講
師
養
成
）
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
お
よ
び
研
修
の
実
施
ア
　
書
記
官
事
務
に
関
す
る
講
師
養
成
研
修
の
た
め
の
シ
ラ
バ
ス
作
成
　
書
記
官
に
対
す
る
研
修
に
つ
い
て
も
、
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
養
成
研
修
と
同
じ
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
議
論
に
よ
り
基
本
的
な
構
成
を
決
定
し
た
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
①
研
修
実
施
期
間
お
よ
び
テ
ー
マ
　
裁
判
官
研
修
と
同
時
期
に
、
同
じ
く
計
三
回
。
　
　
　
●
第
一
回
研
修
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三
日
間
、
計
二
四
時
間
。
　
　
　
○
第
二
回
研
修
　
　
　
　
一
日
間
、
八
時
間
。
　
　
　
　
第
一
回
研
修
の
内
容
よ
り
も
応
用
的
・
実
践
的
な
講
義
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
　
　
　
●
第
三
回
研
修
　
一
日
間
、
八
時
間
。
　
講
師
養
成
の
た
め
の
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
。
　
第
三
回
研
修
を
修
了
し
最
終
テ
ス
ト
に
A
ロ
格
す
る
こ
と
で
講
師
資
格
が
与
え
ら
れ
、
T
O
T
と
し
て
の
研
修
が
完
結
す
る
。
　
　
②
　
特
色
　
裁
判
官
研
修
と
異
な
る
の
は
、
書
記
官
研
修
は
、
調
停
人
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
で
は
な
く
、
和
解
・
調
停
に
係
る
書
記
官
事
務
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
研
修
で
あ
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
修
内
容
は
、
主
と
し
て
、
和
解
・
調
停
の
手
続
フ
ロ
i
、
お
よ
び
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
書
式
に
関
す
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
第
三
回
研
修
で
は
、
裁
判
官
と
書
記
官
が
一
堂
に
会
し
て
実
務
上
看
取
さ
れ
た
問
題
点
を
議
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
す
る
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
　
イ
　
研
修
実
施
　
作
成
さ
れ
た
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
き
、
裁
判
官
研
修
と
同
時
期
、
同
場
所
で
、
以
下
の
と
お
り
、
計
三
回
、
合
計
四
〇
時
間
の
書
記
官
（
講
師
養
成
）
研
修
を
実
施
し
た
。
　
①
二
〇
〇
八
年
八
月
二
五
日
～
二
七
日
（
三
日
間
、
計
二
四
時
間
）
　
②
同
年
二
月
三
日
（
一
日
間
、
八
時
間
）
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③
二
〇
〇
九
年
二
月
一
六
日
（
一
日
間
、
八
時
間
）
　
（
3
）
　
調
停
技
術
習
得
用
D
V
D
、
注
釈
書
、
Q
＆
A
集
の
製
作
　
ア
　
調
停
技
術
習
得
用
D
V
D
の
製
作
　
調
停
人
養
成
研
修
の
た
め
の
教
材
の
う
ち
、
特
に
調
停
技
法
に
関
し
、
こ
れ
を
実
践
的
に
学
ぶ
た
め
の
教
材
と
し
て
、
調
停
技
術
習
得
の
た
あ
の
D
V
D
を
製
作
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
　
こ
の
D
V
D
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
日
本
の
経
済
産
業
省
調
停
人
養
成
D
V
D
の
製
作
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
稲
葉
一
人
教
授
の
ご
協
力
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
な
場
面
構
成
の
段
階
か
ら
、
稲
葉
教
授
と
現
地
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
作
成
・
修
正
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
全
体
的
構
成
、
各
ス
キ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
き
、
現
地
の
訴
訟
手
続
お
よ
び
訴
訟
事
情
を
反
映
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
版
調
停
人
養
成
研
修
D
V
D
の
た
め
の
ス
ク
リ
プ
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
版
ス
ク
リ
プ
ト
の
完
成
後
、
撮
影
は
バ
ン
ド
ン
地
裁
（
法
廷
、
調
停
室
な
ど
）
を
使
用
し
て
行
わ
れ
、
裁
判
官
、
書
記
官
、
裁
判
官
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
役
と
し
て
、
バ
ン
ド
ン
地
裁
所
長
ほ
か
現
職
の
裁
判
官
、
書
記
官
（
当
時
）
が
出
演
し
た
。
　
ま
た
、
第
一
回
口
頭
弁
論
期
日
か
ら
調
停
に
付
さ
れ
る
過
程
な
ど
の
手
続
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
場
面
や
、
冒
頭
に
、
最
高
裁
高
官
よ
り
和
解
・
調
停
の
促
進
を
呼
び
か
け
る
場
面
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
D
V
D
は
、
調
停
技
法
に
関
す
る
教
材
と
し
て
の
他
に
、
広
報
資
材
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
イ
　
注
釈
書
、
Q
＆
A
集
の
製
作
　
新
規
則
の
文
言
解
釈
を
明
ら
か
に
し
、
実
務
の
現
場
で
の
混
乱
を
で
き
る
限
り
回
避
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
開
始
に
つ
な
げ
る
、
新
制
度
の
普
及
を
図
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
注
釈
書
お
よ
び
Q
＆
A
集
を
製
作
し
た
。
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こ
の
注
釈
書
お
よ
び
Q
＆
A
集
の
製
作
は
、
当
初
の
行
動
計
画
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
起
草
作
業
の
段
階
で
、
文
言
の
定
義
お
よ
び
解
釈
に
関
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論
が
混
乱
な
い
し
紛
糾
す
る
場
面
が
多
々
見
ら
れ
た
こ
と
、
現
実
の
事
案
に
お
い
て
新
規
則
を
ど
の
よ
う
に
適
用
し
処
理
す
べ
き
か
わ
か
ら
ず
結
果
的
に
和
解
・
調
停
手
続
に
消
極
的
に
な
る
と
い
う
事
態
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
実
務
家
向
け
に
製
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
、
注
釈
書
は
実
際
に
は
、
新
規
則
に
基
づ
く
新
制
度
に
関
連
す
る
書
式
集
も
兼
ね
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
調
停
人
養
成
研
修
、
書
記
官
研
修
の
講
義
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
広
報
活
動
に
も
利
用
さ
れ
た
。
3
　
改
正
最
高
裁
規
則
の
広
報
活
動
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
3
）
　
（
1
）
　
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に
、
以
下
の
と
お
り
、
計
四
回
の
広
報
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
催
地
周
辺
の
地
方
裁
判
所
、
高
等
裁
判
所
、
宗
教
裁
判
所
、
宗
教
高
等
裁
判
所
、
弁
護
士
会
、
調
停
機
関
、
仲
裁
機
関
、
医
療
、
経
済
な
ど
の
各
分
野
の
専
門
家
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
A
3④③②①
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
同
年
一
一
月
三
日
　
バ
ン
ド
ン
同
年
＝
月
五
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
保
健
省
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
）
二
〇
〇
九
年
三
月
二
四
日
　
ブ
キ
テ
ィ
ン
ギ
（
ス
マ
ト
ラ
島
西
ス
マ
ト
ラ
州
）
広
報
資
材
の
作
成
お
よ
び
提
供
角田インドネシア法整備支援和解・調停制度強化支援プロジェクトの概要
調
停
人
・
書
記
官
養
成
研
修
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
、
注
釈
書
、
Q
＆
A
集
、
調
停
技
術
習
得
D
V
D
が
、
広
報
活
動
の
資
材
と
し
　
鵬
て
も
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
改
正
最
高
裁
規
則
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
日
本
語
版
）
が
作
成
さ
れ
、
施
の
際
に
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
最
高
裁
お
よ
び
全
国
の
高
等
裁
判
所
、
そ
の
他
に
配
布
さ
れ
た
。
四
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
成
果
お
よ
び
課
題
上
記
各
セ
ミ
ナ
ー
実
　
脳
1
　
活
動
の
直
接
的
成
果
　
（
1
）
　
成
果
物
　
ア
　
新
規
則
　
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
付
に
て
、
改
正
最
高
裁
規
則
二
〇
〇
八
年
一
号
（
新
規
則
）
が
施
行
さ
れ
た
。
　
こ
の
新
規
則
は
、
起
草
作
業
段
階
か
ら
、
日
本
側
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
検
討
の
便
宜
の
た
め
、
日
本
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
二
ヶ
国
語
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
起
草
作
業
完
了
時
に
お
い
て
完
成
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
お
よ
び
日
本
語
版
の
両
方
に
つ
い
て
冊
子
が
印
刷
さ
れ
た
。
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
に
つ
い
て
は
、
調
停
人
・
書
記
官
養
成
研
修
の
際
の
教
材
、
お
よ
び
、
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
際
の
講
義
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
最
高
裁
お
よ
び
全
国
の
高
等
裁
判
所
・
宗
教
高
等
裁
判
所
、
お
よ
び
一
部
の
地
方
裁
判
所
に
配
布
さ
れ
た
。
　
イ
　
新
規
則
に
基
づ
く
裁
判
官
調
停
人
研
修
シ
ラ
バ
ス
、
同
書
記
官
事
務
研
修
シ
ラ
バ
ス
　
新
規
則
に
則
っ
た
新
た
な
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
和
解
手
続
、
ま
た
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
普
及
の
た
め
、
前
述
の
と
お
り
、
裁
判
官
調
停
人
研
修
、
書
記
官
事
務
研
修
（
い
ず
れ
も
T
O
T
）
が
実
施
さ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
の
研
修
に
先
立
ち
、
裁
判
官
調
停
人
研
修
に
お
い
て
は
、
同
一
の
研
修
員
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
定
期
間
を
お
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い
て
全
三
回
、
合
計
九
六
時
間
の
研
修
の
た
め
の
シ
ラ
バ
ス
が
開
発
さ
れ
、
こ
の
シ
ラ
バ
ス
を
も
と
に
各
研
修
日
程
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
成
さ
れ
た
。
書
記
官
事
務
研
修
は
、
主
と
し
て
新
た
な
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
和
解
の
手
続
お
よ
び
書
式
に
関
す
る
知
見
を
深
め
る
た
め
、
裁
判
官
調
停
人
研
修
と
同
様
、
全
三
回
、
但
し
合
計
四
〇
時
間
の
研
修
の
た
め
の
シ
ラ
バ
ス
が
開
発
さ
れ
、
各
研
修
日
程
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
成
さ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
の
研
修
シ
ラ
バ
ス
等
は
、
前
述
し
た
各
研
修
に
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
に
、
講
義
資
料
と
併
せ
て
最
高
裁
司
法
研
修
所
（
P
U
S
D
I
K
L
A
T
）
に
引
き
渡
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
は
司
法
研
修
所
に
よ
る
調
停
人
・
書
記
官
研
修
等
に
適
宜
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
ウ
　
注
釈
書
、
Q
＆
A
集
　
前
述
し
た
、
新
規
則
に
基
づ
く
注
釈
書
お
よ
び
同
じ
く
Q
＆
A
集
執
筆
の
成
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
さ
れ
、
新
規
則
の
冊
子
と
同
様
、
調
停
人
養
成
・
書
記
官
研
修
の
教
材
、
お
よ
び
、
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
際
の
講
義
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
最
高
裁
お
よ
び
全
国
の
高
等
裁
判
所
・
宗
教
高
等
裁
判
所
、
お
よ
び
一
部
の
地
方
裁
判
所
に
配
布
さ
れ
た
。
　
工
　
裁
判
所
付
設
調
停
技
術
習
得
用
D
V
D
お
よ
び
付
属
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
主
と
し
て
調
停
技
術
習
得
を
目
的
と
し
た
D
V
D
が
作
成
さ
れ
、
調
停
人
養
成
研
修
の
教
材
と
し
て
講
師
お
よ
び
研
修
員
に
配
布
さ
れ
利
用
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
様
々
な
設
定
場
面
ご
と
に
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
映
し
出
さ
れ
提
示
さ
れ
る
課
題
点
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
講
師
向
け
に
、
予
め
こ
う
し
た
課
題
点
に
関
す
る
研
修
員
間
で
の
議
論
を
促
進
さ
せ
、
適
切
な
コ
メ
ン
ト
を
準
備
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
ま
た
、
本
D
V
D
の
製
作
過
程
に
お
い
て
、
前
述
の
と
お
り
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
不
慣
れ
な
裁
判
官
お
よ
び
書
記
官
に
手
続
を
周
知
す
る
た
め
の
各
手
続
紹
介
の
チ
ャ
プ
タ
ー
、
ま
た
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
積
極
的
活
用
を
促
す
た
め
の
、
最
高
裁
高
官
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に
よ
る
冒
頭
の
ス
ピ
ー
チ
部
分
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
調
停
人
養
成
研
修
（
調
停
技
法
）
だ
け
で
な
く
、
書
記
官
研
修
お
よ
び
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
教
材
な
い
し
資
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
　
（
2
）
　
各
活
動
の
成
果
お
よ
び
波
及
的
効
果
　
ア
　
新
規
則
の
起
草
・
施
行
　
二
〇
〇
八
年
七
月
に
新
規
則
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
八
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
裁
判
官
会
議
（
R
A
K
E
R
N
A
S
）
に
お
い
て
、
マ
リ
ア
ナ
・
ス
タ
デ
ィ
最
高
裁
副
長
官
（
当
時
）
が
新
規
則
に
基
づ
く
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
積
極
的
活
用
を
強
調
し
た
ほ
か
、
民
事
訴
訟
部
会
に
お
い
て
、
最
高
裁
民
事
部
長
に
よ
り
新
制
度
の
紹
介
を
中
心
と
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
会
議
終
了
時
の
宣
言
に
お
い
て
、
新
規
則
に
基
づ
く
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
、
そ
の
方
策
と
し
て
の
有
資
格
調
停
人
の
養
成
を
謳
っ
た
項
目
が
明
記
さ
れ
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
対
す
る
最
高
裁
の
積
極
姿
勢
が
全
国
に
明
示
さ
れ
た
。
　
イ
　
裁
判
官
調
停
人
研
修
・
書
記
官
研
修
（
T
O
T
）
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に
実
施
さ
れ
た
各
研
修
の
結
果
と
し
て
、
裁
判
官
計
一
九
名
、
弁
護
士
一
名
、
書
記
官
一
二
名
の
研
修
修
了
者
（
講
師
資
格
者
）
を
輩
出
し
た
。
裁
判
官
研
修
員
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
司
法
研
修
所
が
実
施
し
た
裁
判
官
候
補
生
（
O
巴
8
団
簿
匠
日
）
の
研
修
に
お
い
て
講
師
役
を
務
め
た
。
ま
た
、
中
で
も
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
者
は
、
以
降
の
、
最
高
裁
主
催
の
広
報
セ
ミ
ナ
i
（
後
述
）
に
同
行
し
講
師
役
を
務
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
　
他
方
、
各
研
修
の
最
後
に
行
わ
れ
た
試
験
に
お
い
て
、
基
準
を
満
た
さ
ず
不
合
格
と
な
る
者
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
上
記
し
た
成
績
優
秀
者
を
除
く
裁
判
官
調
停
人
養
成
研
修
修
了
者
の
到
達
水
準
、
講
師
と
し
て
の
登
用
状
況
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
点
に
お
い
て
検
証
不
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
書
記
官
研
修
に
つ
い
て
は
、
司
法
研
修
所
に
よ
る
継
続
的
研
修
は
残
念
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
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ま
た
、
い
ず
れ
の
研
修
も
、
裁
判
官
お
よ
び
書
記
官
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
所
管
す
る
司
法
研
修
所
と
の
連
携
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
各
研
修
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
教
材
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
に
司
法
研
修
所
に
引
き
渡
さ
れ
、
以
降
は
同
様
の
調
停
人
・
書
記
官
研
修
を
司
法
研
修
所
が
自
ら
実
施
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
＝
月
に
司
法
研
修
所
が
実
施
し
た
裁
判
官
候
補
生
研
修
に
お
い
て
、
調
停
に
関
す
る
講
義
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
前
述
の
と
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ
た
裁
判
官
調
停
人
研
修
の
修
了
者
（
但
し
、
当
時
は
二
度
の
研
修
を
了
し
た
段
階
）
を
講
師
と
し
て
同
講
義
が
実
施
さ
れ
た
。
　
加
え
て
、
二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
裁
判
官
調
停
人
養
成
研
修
お
よ
び
書
記
官
研
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
（
T
O
T
）
の
実
施
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
結
局
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
適
用
事
件
と
し
て
新
た
に
明
示
さ
れ
た
宗
教
裁
判
所
管
轄
事
件
や
、
地
方
の
実
情
に
配
慮
し
た
シ
ラ
バ
ス
の
追
加
な
い
し
改
訂
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
開
発
に
時
間
を
要
す
る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
　
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
予
定
さ
れ
た
研
修
と
し
て
、
地
方
裁
判
所
・
宗
教
裁
判
所
の
裁
判
官
各
一
〇
〇
名
に
対
す
る
総
合
的
研
修
、
お
よ
び
、
合
計
二
四
〇
名
の
裁
判
官
に
対
す
る
講
師
養
成
研
修
が
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
調
停
に
関
す
る
項
目
が
採
用
さ
れ
た
。
　
以
上
の
と
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
裁
判
官
調
停
人
研
修
・
書
記
官
研
修
の
う
ち
、
裁
判
官
調
停
人
研
修
は
、
一
定
程
度
の
継
続
性
・
発
展
性
を
も
っ
て
司
法
研
修
所
の
活
動
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
と
評
価
し
う
る
。
　
他
方
で
、
開
発
さ
れ
た
シ
ラ
バ
ス
が
ど
の
程
度
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
別
途
、
継
続
的
検
証
を
要
す
る
。
ま
た
、
書
記
官
研
修
に
つ
い
て
は
、
殊
に
和
解
・
調
停
手
続
に
際
し
て
の
書
記
官
事
務
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
現
時
点
で
看
取
し
う
る
限
り
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
被
支
援
機
関
側
の
自
立
継
続
的
活
動
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ウ
　
新
規
則
に
基
づ
く
新
制
度
の
周
知
・
広
報
活
動
に
つ
い
て
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
に
際
し
、
最
高
裁
は
、
新
規
則
に
基
づ
く
調
停
制
度
普
及
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
た
四
地
裁
に
新
た
に
八
地
裁
を
加
え
た
、
計
一
二
地
裁
（
西
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
北
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
、
ボ
ゴ
ー
ル
、
バ
ン
ド
ン
、
デ
ポ
ッ
ク
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
ブ
ン
カ
リ
ス
、
バ
ト
ゥ
サ
ン
カ
ー
ル
、
ス
マ
ラ
ン
）
を
、
和
解
・
調
停
促
進
の
た
め
の
周
知
活
動
を
集
中
的
に
行
い
、
か
つ
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
と
し
て
指
定
し
た
。
　
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
最
高
裁
民
事
作
業
部
会
に
よ
り
、
新
規
則
の
地
方
へ
の
広
報
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。
同
部
会
は
ア
チ
ャ
・
ス
ン
ジ
ャ
ヤ
民
事
部
長
を
筆
頭
に
最
高
裁
判
事
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
す
る
一
五
名
で
構
成
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
五
月
～
七
月
、
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
会
員
に
数
名
を
加
え
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
全
一
〇
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
。
　
そ
の
他
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
最
高
裁
に
よ
り
、
上
記
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
を
順
次
訪
問
し
て
の
広
報
活
動
お
よ
び
実
施
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
登
録
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
数
や
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
広
報
活
動
に
お
い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製
作
さ
れ
た
調
停
技
術
習
得
用
D
V
D
の
一
部
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
直
後
で
あ
る
二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
最
高
裁
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
地
方
を
含
む
各
地
の
裁
判
所
に
対
し
、
新
規
則
に
基
づ
く
和
解
・
調
停
制
度
の
周
知
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
　
他
方
、
条
文
冊
子
や
注
釈
書
な
ど
の
広
報
資
材
の
配
布
部
数
の
絶
対
的
不
足
、
お
よ
び
、
そ
の
改
訂
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
中
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
最
高
裁
が
こ
れ
ら
広
報
資
材
を
増
刷
し
て
配
布
し
、
あ
る
い
は
、
改
訂
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
上
記
広
報
活
動
は
、
ジ
ャ
ワ
島
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
余
の
地
方
、
殊
に
、
東
部
地
方
へ
の
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周
知
は
進
ん
で
い
な
い
。
2
　
被
支
援
機
関
の
実
情
お
よ
び
課
題
点
　
（
1
）
　
研
修
実
施
体
制
の
不
備
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
新
規
則
の
起
草
が
一
段
落
し
た
二
〇
〇
八
年
四
月
こ
ろ
か
ら
、
新
規
則
に
基
づ
く
和
解
・
調
停
実
務
を
速
や
か
に
普
及
さ
せ
る
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
計
画
の
一
環
と
し
て
、
所
属
裁
判
官
に
対
す
る
調
停
人
研
修
、
お
よ
び
書
記
官
に
対
す
る
修
を
実
施
す
る
た
め
の
シ
ラ
バ
ス
お
よ
び
教
材
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
開
発
を
行
っ
た
。
　
こ
の
と
き
、
裁
判
官
・
書
記
官
そ
の
他
一
切
の
裁
判
所
職
員
の
研
修
は
司
法
研
修
所
の
所
管
で
あ
る
た
め
、
司
法
研
修
所
と
の
連
携
に
よ
り
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
第
2
の
2
に
お
い
て
前
述
し
た
と
お
り
、
司
法
研
修
所
に
よ
る
各
種
研
修
実
施
の
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
業
、
お
よ
び
、
専
門
家
を
含
む
各
機
関
と
の
調
整
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
）
連
絡
を
行
う
事
務
局
の
体
制
の
整
備
の
遅
れ
は
、
司
法
研
修
所
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
た
め
、
調
停
人
養
成
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
調
査
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
、
講
師
依
頼
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
・
管
理
（
試
験
実
施
を
含
む
）
の
全
て
の
面
に
お
い
て
、
司
法
研
修
所
の
担
当
部
局
に
対
す
る
助
言
、
な
い
し
は
そ
れ
と
の
連
携
に
よ
る
方
法
で
は
な
く
、
P
M
N
、
I
I
C
T
と
い
っ
た
、
調
停
人
研
修
機
関
で
あ
る
N
G
O
に
一
部
事
業
を
委
託
し
、
あ
る
い
は
、
知
見
の
提
供
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
進
め
る
ほ
か
選
択
肢
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
記
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
書
記
官
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
関
連
す
る
教
材
を
、
司
法
研
修
所
が
引
き
継
ぎ
、
自
立
的
に
研
修
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
、
一
部
が
既
に
開
始
さ
れ
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
司
法
研
修
所
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
や
研
修
実
施
を
含
む
全
て
の
管
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理
体
制
が
未
だ
整
備
途
上
に
あ
り
、
人
的
資
源
に
も
極
め
て
乏
し
い
と
い
う
現
状
は
無
視
で
き
な
い
。
　
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
真
に
和
解
・
調
停
制
度
の
定
着
と
い
う
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、
今
後
の
上
記
モ
ジ
ュ
ー
ル
改
善
や
研
修
実
施
に
あ
た
り
、
司
法
研
修
所
の
能
力
開
発
を
図
り
つ
つ
、
日
本
側
か
ら
の
適
切
な
助
言
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
効
果
的
な
支
援
の
あ
り
方
と
な
ろ
う
。
　
（
2
）
　
周
知
活
動
に
関
す
る
課
題
点
　
前
述
の
と
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
上
、
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
新
規
則
に
基
づ
く
和
解
・
調
停
制
度
を
周
知
す
べ
く
最
高
裁
独
自
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は
現
時
点
で
限
ら
れ
た
地
域
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
活
動
が
よ
り
広
く
展
開
さ
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
広
報
活
動
は
、
対
象
と
な
っ
た
都
市
な
い
し
地
域
の
裁
判
所
に
対
し
て
一
定
の
周
知
効
果
を
挙
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
　
ま
た
、
広
報
資
材
の
配
布
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
情
報
の
周
知
・
共
有
に
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
内
容
が
全
国
の
地
方
裁
判
所
・
宗
教
裁
判
所
に
周
知
さ
れ
、
情
報
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
注
釈
書
お
よ
び
Q
＆
A
集
も
解
釈
論
重
視
の
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
実
務
レ
ベ
ル
で
生
じ
う
る
疑
問
に
十
分
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
　
（
3
）
　
継
続
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
点
に
一
二
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
時
点
の
、
当
初
の
計
画
で
は
、
各
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
か
ら
月
次
報
告
に
よ
り
調
停
成
立
件
数
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
報
告
に
よ
る
デ
ー
タ
提
供
は
行
わ
れ
ず
、
デ
ー
タ
収
集
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
個
人
に
よ
る
聴
取
に
よ
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
広
報
活
動
で
の
訪
問
時
に
調
査
票
に
記
入
さ
せ
る
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
の
統
計
の
把
握
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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3
　
支
援
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
必
要
な
方
策
　
（
1
）
　
実
務
上
の
課
題
の
継
続
的
検
証
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
り
、
設
定
さ
れ
た
目
標
の
う
ち
、
和
解
・
調
停
制
度
の
シ
ス
テ
ム
の
大
枠
部
分
は
、
新
規
則
が
施
行
さ
れ
、
関
連
す
る
調
停
人
研
修
・
書
記
官
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
は
作
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
。
　
し
か
し
、
新
規
則
に
基
づ
く
新
た
な
調
停
制
度
が
実
務
の
現
場
に
根
付
く
た
め
に
は
、
上
記
の
枠
組
の
み
で
は
十
分
で
な
く
、
全
国
各
地
の
、
少
な
く
と
も
一
定
件
数
以
上
の
調
停
事
件
の
需
要
の
あ
る
地
方
裁
判
所
お
よ
び
宗
教
裁
判
所
に
配
属
さ
れ
る
に
十
分
な
数
の
有
資
格
調
停
人
の
養
成
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
手
続
の
流
れ
を
設
け
る
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ
に
対
応
し
う
る
書
記
官
事
務
、
お
よ
び
、
裁
判
官
・
非
裁
判
官
調
停
人
の
登
録
お
よ
び
選
任
に
関
わ
る
管
理
事
務
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ご
く
一
例
で
あ
り
、
上
訴
段
階
の
手
続
も
含
あ
る
と
、
整
備
し
周
知
す
べ
き
点
は
極
め
て
多
項
目
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
初
期
段
階
で
一
応
の
整
備
を
行
っ
た
の
ち
も
、
更
な
る
検
証
に
よ
っ
て
修
正
し
改
善
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　
こ
う
し
た
実
務
上
の
環
境
整
備
は
、
制
度
そ
れ
自
体
の
構
築
と
同
等
以
上
に
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
制
度
の
定
着
の
た
め
不
可
欠
と
い
え
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
環
境
整
備
の
必
要
性
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
律
を
作
っ
て
満
足
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
運
用
に
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
な
い
結
果
、
そ
う
し
た
法
律
が
事
実
上
適
用
さ
れ
ず
休
眠
状
態
に
置
か
れ
た
り
、
恣
意
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
多
発
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
被
支
援
国
側
の
実
情
に
鑑
み
、
新
規
則
に
基
づ
く
制
度
の
、
各
裁
判
所
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
を
実
現
す
る
た
あ
に
は
、
上
記
し
た
実
務
面
強
化
の
た
め
の
方
策
を
念
頭
に
置
き
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
継
続
的
検
証
お
よ
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
広
報
お
よ
び
関
係
者
の
研
修
が
不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
、
制
度
の
利
用
者
と
な
る
一
般
市
民
や
弁
護
士
、
各
種
業
界
へ
の
広
報
を
併
せ
て
行
う
こ
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と
が
、
制
度
の
定
着
を
促
進
す
る
上
で
有
効
な
手
段
と
な
る
。
　
（
2
）
　
能
力
開
発
に
着
目
し
た
継
続
的
活
動
の
必
要
性
　
前
述
し
た
と
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
は
、
司
法
研
修
所
が
自
身
の
運
営
管
理
に
よ
り
調
停
人
養
成
研
修
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
調
停
人
研
修
の
内
容
、
そ
の
他
、
和
解
・
調
停
制
度
の
普
及
を
目
指
し
た
戦
略
的
活
動
を
議
論
す
る
た
め
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
新
た
な
作
業
チ
ー
ム
が
最
高
裁
内
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
そ
れ
自
体
は
、
被
支
援
機
関
に
よ
る
自
立
的
発
展
の
上
で
非
常
に
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
被
支
援
国
側
の
実
情
に
鑑
み
、
上
記
作
業
チ
ー
ム
が
果
た
し
て
一
定
程
度
の
成
果
を
収
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
る
に
至
る
ま
で
の
実
効
性
あ
る
活
動
を
継
続
で
き
る
か
、
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
活
動
の
成
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
被
支
援
機
関
側
に
芽
吹
い
た
こ
の
よ
う
な
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
適
切
な
支
援
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
成
果
の
継
続
的
検
証
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
立
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
司
法
支
援
機
関
（
I
A
L
D
F
）
が
調
停
に
関
す
る
旧
最
高
裁
規
則
を
起
草
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
を
選
定
し
、
数
度
の
調
停
人
研
修
を
行
う
、
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
〇
三
年
に
行
わ
れ
た
が
、
企
図
し
た
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
の
設
計
・
実
施
・
評
価
の
み
が
行
わ
れ
、
実
務
面
へ
の
継
続
的
援
助
お
よ
び
検
証
の
必
要
性
が
看
過
さ
れ
た
結
果
、
何
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
検
証
も
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
の
要
請
を
受
け
、
専
門
家
お
よ
び
日
本
側
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が
、
新
規
則
に
基
。
つ
く
新
制
度
を
定
着
さ
せ
る
た
あ
の
継
続
支
援
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
の
延
長
を
提
案
し
た
が
、
J
I
C
A
の
同
意
は
得
ら
れ
ず
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
予
定
通
り
二
年
間
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
降
、
約
半
年
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
期
間
が
設
け
ら
れ
、
若
干
の
継
続
調
査
に
加
え
て
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
本
邦
研
修
が
実
施
さ
れ
た
点
を
除
き
、
J
I
C
A
に
よ
る
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
支
援
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
継
続
支
援
の
必
要
性
が
顧
慮
さ
れ
ず
、
安
易
に
支
援
終
了
の
結
論
が
出
さ
れ
た
点
は
非
常
に
残
念
と
い
う
ほ
か
な
い
。
　
殊
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
司
法
研
修
所
の
管
理
を
含
む
、
機
関
全
体
の
管
理
業
務
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
事
務
局
の
体
制
が
極
め
て
未
熟
で
あ
る
た
め
に
、
い
か
に
優
れ
た
制
度
を
導
入
し
て
も
、
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
足
下
の
問
題
の
た
め
に
、
そ
の
普
及
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
最
高
裁
を
被
支
援
機
関
と
す
る
援
助
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
が
常
に
課
題
と
な
る
点
を
念
頭
に
置
き
、
能
力
開
発
の
観
点
も
含
め
た
長
期
的
視
野
に
も
と
つ
く
支
援
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
五
　
結
び
に
代
え
て
～
実
務
家
か
ら
見
た
法
整
備
支
援
～
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
時
に
任
務
を
終
了
し
、
帰
国
し
た
筆
者
を
同
業
の
友
人
・
知
人
が
出
迎
え
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
後
に
、
次
に
出
た
言
葉
は
、
大
抵
が
、
「
そ
れ
で
、
今
後
は
ど
ん
な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
？
　
後
任
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
弁
護
士
は
誰
か
？
」
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
年
で
終
了
し
、
そ
の
後
の
支
援
活
動
は
、
数
ヶ
月
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
除
い
て
予
定
さ
れ
て
い
な
い
、
弁
護
士
も
派
遣
さ
れ
な
い
、
と
答
え
る
と
、
反
応
は
一
様
に
、
「
た
っ
た
二
年
で
和
解
や
調
停
が
定
着
す
る
わ
け
が
な
い
で
は
な
い
か
。
」
と
の
驚
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
和
解
・
調
停
に
限
ら
ず
、
司
法
制
度
を
支
え
る
要
素
の
複
雑
さ
を
日
々
の
業
務
か
ら
肌
で
感
じ
て
い
る
法
曹
実
務
家
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
素
朴
に
抱
く
疑
問
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
確
か
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
む
多
く
の
法
整
備
支
援
事
業
が
、
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
事
業
と
し
て
、
特
に
J
I
C
A
に
よ
る
技
術
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
支
援
活
動
の
あ
り
方
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
角田インドネシア法整備支援和解・調停制度強化支援プロジェクトの概要173
い
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
ス
キ
ー
ム
の
枠
内
で
、
種
々
の
政
策
的
・
技
術
的
制
約
に
服
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
　
し
か
し
、
他
方
で
、
法
整
備
支
援
が
比
較
的
新
し
い
支
援
分
野
で
あ
り
、
か
つ
、
支
援
内
容
や
そ
の
成
果
の
検
証
方
法
を
含
む
諸
点
に
お
い
て
、
従
来
の
支
援
分
野
と
異
な
る
基
準
で
の
検
討
が
必
要
と
な
る
点
、
特
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
新
制
度
の
導
入
が
支
援
事
業
の
核
と
し
て
設
定
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
実
務
の
現
場
で
あ
る
裁
判
所
や
利
用
者
ら
に
定
着
さ
せ
る
た
め
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
被
支
援
国
の
司
法
制
度
を
支
え
る
人
的
・
物
的
体
制
の
実
情
に
鑑
み
る
と
、
こ
ち
ら
に
軸
足
を
置
い
た
支
援
が
、
ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
　
こ
う
し
た
実
務
へ
の
普
及
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
支
援
、
な
い
し
は
、
関
係
者
の
能
力
開
発
に
向
け
た
支
援
に
焦
点
を
当
て
る
場
合
、
必
然
的
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
い
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
段
階
で
想
定
の
困
難
な
不
確
定
要
素
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
全
て
を
予
め
組
み
込
ん
で
詳
細
に
予
定
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
現
実
的
で
な
い
し
、
そ
う
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
て
設
定
さ
れ
た
行
動
計
画
に
不
必
要
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
弊
害
を
生
じ
か
ね
な
い
。
重
要
な
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
に
生
じ
た
、
積
極
・
消
極
い
ず
れ
の
要
素
も
汲
み
上
げ
て
柔
軟
な
軌
道
修
正
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
支
援
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
援
に
携
わ
る
関
係
者
間
の
、
十
分
な
議
論
と
情
報
共
有
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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注
（
1
）
　
当
時
の
国
際
協
力
事
業
団
（
現
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
　
　
構
）
。
（
2
）
　
目
霞
暮
日
霞
σ
q
口
σ
q
讐
。
例
え
ば
土
地
の
登
記
手
続
請
求
訴
訟
　
　
に
お
い
て
、
本
来
の
被
告
に
加
え
て
、
登
記
手
続
を
行
う
機
関
　
　
で
あ
る
国
土
庁
の
長
官
を
名
宛
人
に
し
て
登
記
手
続
を
求
め
る
　
　
場
合
な
ど
。
（
3
）
　
但
し
、
和
解
な
い
し
調
停
に
よ
る
離
婚
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
　
　
現
行
法
上
不
可
能
で
あ
り
、
離
婚
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
判
決
　
　
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
　
　
る
解
決
が
可
能
な
の
は
、
親
権
や
財
産
分
与
な
ど
の
付
随
す
る
　
　
紛
争
に
限
ら
れ
る
。
（
4
）
H
巳
8
Φ
匹
き
H
房
鼻
信
け
①
恥
自
0
8
空
゜
け
ギ
き
゜
。
h
o
居
日
暫
－
　
　
自
O
P
勺
β
ω
暮
ζ
①
Ω
置
給
Z
P
ω
一
〇
口
巴
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
　
　
る
A
D
R
推
進
の
流
れ
を
受
け
て
、
調
停
に
関
す
る
二
〇
〇
三
　
　
年
二
号
規
則
（
旧
規
則
）
の
制
定
と
同
時
に
、
最
初
に
最
高
裁
　
　
の
認
証
を
受
け
た
調
停
人
研
修
機
関
。
（
5
）
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
と
し
て
の
、
調
停
人
お
よ
び
書
記
　
　
官
事
務
研
修
の
運
営
・
実
施
、
お
よ
び
調
査
は
、
一
括
し
て
、
　
　
I
I
C
T
に
委
託
し
て
行
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
司
法
研
修
　
　
所
の
人
的
体
制
が
未
整
備
で
あ
り
、
予
定
さ
れ
た
期
間
で
の
計
　
　
画
実
施
を
優
先
し
た
た
め
で
あ
る
。
研
修
所
が
行
っ
て
い
る
と
　
　
さ
れ
る
多
く
の
講
義
や
研
修
も
、
実
際
に
は
そ
う
し
た
委
託
が
　
　
相
当
数
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
司
法
研
修
所
の
能
　
　
力
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
は
課
題
が
残
る
。
（
6
）
　
書
記
官
事
務
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
制
度
の
導
入
に
　
　
対
応
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
応
で
　
　
き
る
講
師
の
選
定
に
苦
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
第
一
回
　
　
研
修
に
お
い
て
は
、
退
職
し
た
書
記
官
に
講
師
依
頼
を
行
っ
た
　
　
が
、
直
前
で
辞
退
さ
れ
予
定
さ
れ
た
講
義
が
行
え
な
い
と
い
う
　
　
事
態
が
生
じ
た
。
．
ま
た
、
関
係
者
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
を
確
　
　
認
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
修
実
施
者
で
あ
る
I
I
C
　
　
T
が
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
調
停
理
論
、
調
停
技
術
の
講
　
　
義
に
必
要
以
上
の
時
間
が
費
や
さ
れ
た
り
と
、
改
善
を
要
す
る
　
　
部
分
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
講
師
　
　
依
頼
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
段
階
か
ら
、
各
種
教
材
開
発
　
　
（
書
式
を
含
む
）
の
た
め
の
検
討
に
参
加
さ
せ
る
、
と
い
う
方
　
　
法
で
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
7
）
　
裁
判
官
と
書
記
官
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
す
る
ス
タ
イ
ル
の
　
　
研
修
は
、
特
に
書
記
官
研
修
の
受
講
者
に
、
書
記
官
事
務
の
重
　
　
要
性
を
再
確
認
さ
せ
る
機
会
と
も
な
っ
た
。
（
8
）
　
二
〇
一
〇
年
二
月
現
地
調
査
に
よ
り
司
法
研
修
所
の
研
修
・
　
　
教
材
開
発
担
当
者
か
ら
聴
取
。
（
9
）
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
周
辺
四
地
域
、
マ
ナ
ド
、
メ
ダ
ン
、
ス
マ
ラ
ン
、
　
　
ス
ラ
バ
ヤ
、
ラ
ン
プ
ン
、
ブ
ン
ク
ル
。
（
1
0
）
　
司
法
研
修
所
の
事
務
を
支
え
る
適
切
な
人
員
の
配
置
が
な
さ
　
　
れ
ず
、
ま
た
、
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
と
　
　
は
い
え
な
い
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
て
、
各
種
証
明
書
の
発
行
　
　
事
務
が
あ
る
。
裁
判
官
を
対
象
と
す
る
全
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
　
　
修
に
は
、
受
講
証
明
書
な
い
し
修
了
証
明
書
が
司
法
研
修
所
よ
　
　
り
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
証
明
書
の
　
　
発
行
だ
け
で
、
半
年
、
な
い
し
一
年
近
く
を
要
し
た
例
が
聞
か
　
　
れ
る
。
（
1
1
）
　
但
し
、
同
作
業
チ
ー
ム
の
設
置
は
、
日
本
に
よ
る
純
粋
な
意
　
　
味
で
の
技
術
支
援
（
の
継
続
）
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
研
　
　
修
事
業
の
最
高
裁
に
よ
る
自
立
的
運
営
・
管
理
が
不
可
欠
で
あ
角田インドネシア法整備支援和解・調停制度強化支援プロジェクトの概要175
　
　
る
と
の
視
点
を
J
I
C
A
が
示
し
た
た
め
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
　
　
形
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
最
高
裁
内
部
か
ら
の
自
発
　
　
的
な
動
き
の
結
果
で
は
な
い
。
（
1
2
）
　
現
に
、
二
〇
一
〇
年
二
月
の
現
地
調
査
に
お
い
て
同
作
業
チ
　
　
ー
ム
に
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
作
業
チ
ー
ム
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明
　
　
確
で
な
い
、
司
法
研
修
所
と
の
連
携
が
不
十
分
、
特
定
の
メ
ン
　
　
バ
ー
個
人
に
過
重
な
調
査
や
資
料
収
集
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
、
　
　
処
理
能
力
の
限
度
を
超
え
て
い
る
、
会
合
開
催
の
事
務
や
交
通
　
　
費
が
自
己
負
担
と
な
り
、
日
当
も
支
給
さ
れ
な
い
（
こ
れ
は
裁
　
　
判
所
職
員
の
給
与
水
準
が
決
し
て
高
く
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
　
　
高
裁
に
お
い
て
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
）
等
の
問
題
か
ら
、
　
　
作
業
チ
ー
ム
会
合
の
活
動
は
あ
ま
り
活
発
で
な
い
、
と
の
回
答
　
　
で
あ
っ
た
。
（
6
）
匹
9
9
三
h
。
二
ぎ
國
①
h
。
毒
。
h
弓
冨
G
。
ξ
話
墓
O
。
ξ
け
　
　
o
h
ぎ
α
o
ロ
Φ
゜
。
6
”
ω
‘
嘆
①
目
①
O
o
‘
詳
o
h
ヨ
山
o
器
ω
鼠
b
。
O
O
G
。
（
7
）
ζ
k
聾
冒
臣
『
讐
p
P
の
゜
国
‘
団
爵
ロ
ヨ
≧
零
僧
勺
①
7
　
　
α
讐
曽
（
8
）
　
O
讐
9
ω
o
①
日
p
詳
○
口
ρ
　
〉
門
百
け
腎
p
ω
Φ
α
鱒
づ
ζ
①
岳
㊤
臨
巳
　
　
H
昌
ユ
O
づ
①
除
㊤
（
9
）
口
斡
巴
詔
冨
け
国
Φ
こ
国
乞
㊤
゜
・
δ
ロ
9
・
一
ζ
讐
冨
冒
筈
〉
σ
q
巷
σ
q
　
　
幻
H
匹
魯
㈹
㊤
づ
q
p
す
茜
づ
勺
曾
σ
q
㊤
α
出
9
昌
自
餌
二
国
日
b
暮
U
言
叩
　
　
ざ
⇔
σ
q
碧
勺
Φ
蜀
自
窪
ω
①
ξ
円
‘
己
巳
8
①
器
目
9
。
げ
巨
・
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O
。
。
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The　Overview　of　the　Technical　Assistance　Project　for　the
Improvement　of　Court－Annexed　Mediation　in　Indonesia
KAKUDA　Tamaki
Key　words：leagal　assistance（法整備支援），　Indonesia（インドネシァ），
settlement（和解），　mediation（調停），　ADR
　　　The　technical　legal　assistance　project“Project　for　Improvement　of
Mediation　System　in　Indonesia”was　conducted　by　JICA，　with　the
duration　of　2007－2009，　with　The　Supreme　Court　of　Indonesia（Mah－
kamah　Agung）as　their　counterpart．
　　　The　author，　a　Japanese　lawyer，　was　dispatched　to　Jakarta　as　a
long－term　expert　for　the　project，　This　report　firstly　outlines　the
framework　of　the　project　and　each　of　its　components　and　shows　the
knowledge　acquired　through　the　assistance　activities　in　Indonesia．
The　report　also　mentions　the　achievements　and　impacts　of　the　project，
such　as　the　enactment　of　the　revised　Supreme　Court　Regulation　on
court－annexed　mediation　and　the　development　of　improved　modules　for
judge－mediator／court　clerk　training，　as　well　as　challenges　observed　at
the　completion　of　the　project．
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